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今年度の取組の成果と課題

常盤小学校

【現状と課題】
○視点１　課題の解決に向けて主体的に取り組もうとしているが、学んだことをまとめたりふり返ったり次につなげたりする意識に弱さ
が見られる。
○視点２　互いに思いやることや違いを認め合う学級づくりに取り組むことで、集団を大切にする意識は高まりつつある。今後は高まり
合う集団に向けて取組を進めていく。
○視点３　チャレンジ１５（放課後前学習）や総合学力調査に取り組んでいるが、全教職員の共通理解のもと、児童の学力の実態をと
らえ、その向上に向けた取組をさらに行っていく必要がある。

令和５年度　我が校の学ぶ力向上策

【市町　目標】
○令和５年度草津市教育の重点である「スクールＥＳＤくさつ」「New草津型アクティブ・ラーニング」「配慮を要する子ども
への支援」を推進することにより、「子どもの学ぶ力」を育成するとともに、「魅力のある学校」（「誰もが行きたくなる学校」
「地域とともにある学校」）をつくる。

取組事項 評価指標

◇「学ぶ力向上策」の実効性を高めるために、いつ、どのように職員全体で共通理解を図り、共通実践し、検証・改善して
いくのか、時期や手立て等を記載してください。

〇４～５月の職員会議等で、校長や学ぶ力向上推進リーダーより、本校の「学ぶ力向上策」について説明するとともに、それぞれの取
組に対する具体的な内容について共通理解を図る。
〇月に一度行う部会（学力・体力向上推進部会）において、それぞれの学年の取組状況を把握する。また、全国学力・学習状況調査
や１回目評価の結果について協議し、改善すべき点をまとめる。
〇職員会議で改善策を共有し、後半の取組につなげる。また、取組事項に対する中間評価結果を受けて向上策を見直し、ホームペー
ジ上に発信する。
・２回目評価や１月の学校評価をもとに、本年度の取組を総括するとともに、次年度の構想や取組を検討する。

【学校　目標】

〇主体的に、他者とともに学びを深めるとともに、学んだことを発信したり新たな学びに取り組もうとしたりする。
〇基礎的・基本的な学力の定着を図る。

取組事項および評価指標

【視点１】学びを実感できる授業づくり

取組事項 評価指標

　※評価：【達成状況　90％以上→Ａ 　70％以上90％未満→Ｂ　 70％未満→Ｃ 　　時期→１回目：９月　　２回目：２月】

取組事項 評価指標

【児童アンケート（３年生以上）】「やってみ」（総合的な学習）を楽しみにしている
「あてはまる」の回答：６５％以上

【児童アンケート】自分の考えを相手にうまく伝えることができる
→「あてはまる」の回答：４０％以上

【視点２】学ぶ意欲を引き出す学習集団づくり

〇生活科や総合的な学習の時間を主に、学ん
だことを他者に伝える、発表することをより意識
させた学習に取り組む。
〇「主体的に考え、自分の言葉で相手に思いを
伝える」授業の充実と「まとめ」や「ふりかえり」
の定着

〇「自ら考え行動する」をめざした特別活動の
推進
〇生徒指導の３機能を生かした学級づくりの推
進

〇チャレンジ１５（下校前学習）の共通した取組
により、基礎的な学力の定着を図る。
〇校内ＯＪＴの取組を充実させ、教職員一人一
人の指導力向上を図る。

【教職員評価】「学力向上策をもとに、児童の基礎学力向上に向けての取組を行っ
ている」の平均：３．７以上

【教職員評価】「自分なりの課題をもって自己研修に努めている」の平均：４．０以上

【児童アンケート】自分にはよいところがある
→「あてはまる」の回答：５５％以上

【児童アンケート】学級はみんななかよしだと思う
→「あてはまる」の回答：６５％以上

【視点３】子どものために一丸となって取り組む学校づくり


